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様的生活,他 椚封社會的演攣有着急様的影響,其 風俗習慣又如何等等問題,一 直榮続在心中。錐然
關於這些問題直接記載的史料較少,但 也並不是没有蛛綜馬跡可尋,例 如流民問題由於與王朝的興衰


























永嘉齪後,北 方民衆爲求生存,不 得不鍬起了空前的流徒浪潮,僅 自西奮末年到東奮時期,向 長江
流域大的流徒浪潮前後有四次:一 次是永嘉之齪中,飼 奴劉淵、翔族石勒先後起兵,攻 陥西奮首都洛
陽,北 方流民相率過江;二 次是東習成帝時,内 有蘇峻、祖約之齪,外 有石勒等的進攻,原 東脅控制
的黄河以南地臨民衆又大批渡江;第 三次在東晋穆帝時,後 趙瓦解,北 方階入混職局面,民 衆又多南











一直是維系小農社會的紐帯之一,在 西奮王朝崩潰後,各 級地方政椹随之瓦解,宗 族郷里關係成爲維
系當時社會的主要紐帯,大 族豪強利用宗族郷里關係控制宗族成員,聚 族遷徒,貧 窮的族人也只得依
葬有勢力的大族豪彊出面組織武装集團,自 衛自救。
流徒中形成的流民集團是軍事、行政、生産組織的統一腔,爲 抵抗北方異族政椹軍隊的進攻,防 御

















三人,尭 州二人,青 州二人,揚 州二人,井 州、豫州各一人,幾 乎都是北方流民或其後商,大 致與僑
置在徐州的僑州郡縣的分布相符。
流民所組建的北府兵是東薔政灌最重要的一支軍事力量,在 維護東奮統治和抗撃北方政権軍隊南侵
中,嚢 揮過重要作用。桓玄纂奪菓奮政椹後,勇 除北府将領,改 編北府士兵,試 圖将這支軍隊置於自
己的控制之下,但 劉裕利用原北府将領作骨幹,重 新組織起這支軍隊,打 敗了桓玄。劉裕控制中央朝














自東奮初期起,就 不漸進行土噺,重 新建立和恢復北方流民的戸籍,封 散流散居的北方流民就地登
入各地的戸籍,封 武装的流民集團則僑置郡縣,軍 列白籍 給予一定的優復特椹,但 由此造成了賦役
不均和擁有重兵的僑州刺史尾大不悼的局面。劉裕執政後,實 行義煕土噺,除 保留晋陵地圖僑州郡縣
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期,先 後有司、雍、豫、井、秦、揚、荊七州流民流入長江中游地匠,除 漢族流民外,有 旦、莞、粟
特等少敷民族流民。東蕾南朝政椹先後爲之設立僑州一、僑郡二十八,僑 縣八十三。其中東奮僑置州
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流民的遷徒推動了社會的攣化,促 進了江南社會的嚢展,該 節試以荊州爲例,探 討魏奮南北朝時期
地域社會的襲展。
東漢末年社會大齪,荊 州刺史劉表保境割擦,政 局安定,北 方人民大量湧入荊州,僅 從關中遷徒至
荊州的即達千鯨萬家,使 許多原来荒涼的地厘得以開嚢,荊 州社會出現相封繁榮的局面。
曹操在統一北方後,南 征荊州,劉 表子劉ヨ宗降曹,割 擦江東的孫椹聯合依附劉表的劉備抗曹,在 長
江赤壁打敗曹軍,荊 州遂由孫、曹、劉三家瓜分。劉備西取益州後,孫 権又從劉表手中奪取荊州,井
一度遷都武昌,加 強西部防守。
魏末司馬氏執政,在 滅蜀後建立奮王朝,威 寧五年(279)奮 從荊州等地分兵六路伐呉,直 取建康。
呉滅亡後,分 裂半個多世紀的荊州又重新統一。
西奮末年北方大齪,司 馬容在建康建立偏安江左的小朝廷,史 構東脅。東脅立國的基盤,主 要是荊、
揚二州,荊 州地庭上游,重 兵所聚,東 奮荊州一代的鎮将往往利用其軍事上的優勢威逼下游,至 桓玄






















社會纏濟的護展,有 力地推動了文化的護達,漢 末劉表割接荊州期間,即 大力興辮州學。自後爾晋
南朝歴代刺史皆注重於荊州立學,梁 元帝時,又 於軍府立學,此 外還有私人講學。
城市的興起和商業的爽達則促使了民歌的繁榮,南 朝時,興 起於荊州的西曲歌,風 靡朝廷,封 後世
的詩歌創作産生了明顯的影響。
経濟和文化的焚達又孕育了優秀的人才。i魏奮南北朝時期,荊 楚地厘涌現出了著名的史學家習繋歯、





佛教在東漢初年傳入中國 東漢末年逐漸在北方流行,三 國初年傳入荊州地魎。西奮時,佛 教的傳
播匠域逐漸接大,永 嘉齪後,北 方僧人紛紛南遷,佛 教也随之在南方進一歩流傳開来。十六國時期,
佛教在北方盛行,随 着北方王朝的興替、動齪的加劇,大 批佛教徒又向南方移徒,其 中来到嚢陽、江
陵的如道安師徒等,極 大地推動了荊州地厘佛教的嚢展,到 南朝宋、齊時期,佛 教已成爲荊州社會最
普遍的信仰,上 至世家大族,下 到賎民奴碑,幾 乎毎一個階層中都有人信仰佛教。各地修建的寺院和
一220一
出家僧侶愈益増多。荊州本地出身的高僧成長起来,主 持荊州地臨的佛教。寺院纒濟也逐漸爽展起来。









秦初縫周以夏暦十月墨行臆祭,始 皇帝統一中國後,定 水徳,改 十月爲年始,改 臆祭在九月。但因
不便於農時,受 到民間反封,又 改至十二月。漢初沿秦,騰 日侃在十二月,騰 之明日爲初歳,騰 日成
了連接年末年始的重要節日。騰日自移至十二月後,騰 祭與農業生産的直接關連淡漠了,成 了年末畢
行的綜合性祭杷慶祝節日。
漢武帝依擦土徳改元定制,以 建寅之月爲歳首,騰 日沿置在十二月,以 冬至後第三個戌日畢行騰祭。
王葬纂漢,一 度改正朔騰日,劉 秀建立東漢,錐 定火徳,{乃恢復以十二月戌日強。
東漢末期,用 陰陽五行學説解繹王朝興替的學説十分盛行,出 現了将臆 日與王朝五徳聯繋起来的系
統學説。至魏奮南北朝時期,各 王朝皆擦五徳定騰日,強 日随王朝的更替而改攣,成 了新王朝慮天受
命的象徴。今傳梁人宗慎所著く荊楚歳時記〉載十二月八日爲騰日,乃 後人所臆改,原 文磨當是以十
二月爲騰月,十 二月八日是佛教的沐浴轄除罪障之日,至 唐猶存。唐宋傍糠五徳定騰 日,至 元明以後
乃被廠止。










魏晋南北朝時期的宗廟社稜之祭大膿沿襲漢制,社 祭在曹魏時有爽展,於 太社外又立有帝社,井 爲
此後各王朝所沿襲。五祖之祭 自奮以後腰止,然 民間侃有祭竈之俗。




明以後,虫昔、騰二祭廉而不行,唯 民間尚存遺俗,至 清以後,才 漸消失。
〈結 論〉
通過以上的探討,我 椚封漢唐之際的民衆與社會可以増加口那些認識1児?













密切,井 爲南北的重新統一創造了條件。同時,這 種交流與融合,又 産生了新的地域文化。漢代幾乎
黙獣無聞的荊州地厘(罪 近北方的南陽郡除外),在 東奮南朝以後,其 政治、軍事、纒濟上的地位顯



















に求めざるを得なか ったと主張する。第二節はこの想定を精強第一の 「北府軍」を通 して検証する。
すなわち京口 ・広陵駐在の同軍は、郡臨統率の流民集団に淵源 し、以降も徐 ・克 ・青三州出身の流





に由来 していること等々を述べ、実態として僑州郡県(基 本をなす僑県)が 、郷族単位で編成 され
た流民の武装集団にほかならなかったと主張する。っいで東晋代四回を数える土断に関 しては、流
徒の形態、地域に応 じて内容が異な り、個別的流徒の流民が 「黄籍」による現住地への付籍であっ
たのに対 して、集団型の場合には、特別の戸籍 「白籍」による僑州郡県への着籍であり、その目的
も、当初は無籍流民の検括を主眼としたが、最後の劉裕 「義煕土断」は、徐 ・克 ・青三州流民を対
.象外としっっ、その他の僑州郡県を大幅に統廃舎 している事実に注目し、流民集団に基盤を置く地
方軍府の勢力削減(軍 事力の中央集中)に あったとする。第二節は、第一節および続 く第三章のた
めの基礎的作業の位置を占め、地理書類を博捜 して長江中流域に置かれた僑州郡県について逐一検
討を加えて、流民が多数を占めたことを推定 している。
第三章は、後進地荊州(湖 北省)が 流民の大量移住を契機として急速に開発が進め られて発展を
遂げたことを、軍鎭(第 一節)、経済(第 二節)、 文化(第 三節)、宗教(第 四節)の 各方面にわたっ
て豊富な事例をもって述べ、流民現象にともなう江南社会発展時代としての五朝期の歴史的意義を






日)の 変遷を通 して解明 しようとする。すなわちまず第一節では、元来は歳末の収穫祭であった臆
祭の実施 日をとりあげ、秦漢期以降、特に六朝期に入ると、五徳終始説と結合 して王朝が担う五徳
に対応 して用 日が定あられたことを、博捜 した史料に基づいて実証 し、ここに、庶民生活に深 く浸
透 した騰祭を、王朝の正当性を標示する手段として利用せんとする支配者の意図を見出 している。
また第二節においては、騒の祭祀対象の複雑な時代的変遷を、虫昔祭と関連させて克明にあとづけ、











とも言及 してお く必要があろう。また節 日に関する第四章の成果についても、現代中国における歴
史理解の方法を土台としつつ、伝統的な考証学の手法 と、本学留学によって獲 られた方法と成果を
よく統合 ・咀噛 しており、一言をもって括れば、史学 と経学とが交錯する学際的課題に挑んだ新 し
い試みとして高 く評価される。ただ、流民にっいては、兵戸制 との関係や劉宋朝以降 も僑州郡県が
無境域のままで存続 していることの理解、また節 日に関しても、論者によって明 らかにされた変遷
がもっ史的意義の解明など、残 された問題 も少なくはない。 もとより、史料上の制約は厳 しく容易
には解 き得ない難問ではあるが、論者の学識をもってすれば十分可能であろう。一層の精進を期待
したい。
以上の事由により、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有する
ものと認められる。
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